
後
藤
賢
豊
と
そ
の
邸
跡

観
音
寺
騒
動
で
、
主
君
で
あ
る
六
角
義
治
に
謀
殺

さ
れ
た
後
藤
賢
豊
は
、
中
羽
田
町
の
後
藤
館
の
他
、

雪
野
山
城
と
佐
生
城
を
構
え
、
観
音
寺
城
内
に
も
邸

を
構
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
居
館
、軍
事
拠
点
、

政
治
拠
点
と
し
て
役
目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
観
音
寺
城
内
の
後
藤
邸
は
そ
の
規
模
さ

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
総
石
垣
造
り
の
豪
華
さ
は
、

別
格
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

大
手
道
を
山
の
中
腹
あ
た
り
ま
で
登
る
と
荘
厳
な

後
藤
邸
の
石
垣
な
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
道
筋

を
を
見
下
ろ
す
そ
の
威
厳
あ
る
姿
に
圧
倒
さ
れ
、
敵

方
で
な
く
て
も
身
構
え
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

観
音
寺
騒
動
で
謀
殺
さ
れ
た
、
悲
運
の
重
臣

「川並区有文書」所収の観音寺城跡図より

大永 3 年 （1523 年）、 当時の六角当主 「定頼」 は観音寺城内に家臣団の邸を築くための改修を命じ、 こ

れを機に観音寺城は、 軍事よりもむしろ政治拠点としての意味合いが強まりました。 この絵図を見ると、 その

独自性の一端を見る事ができます。 例えば、 大手道と伝わる幹線は何故か 「本丸」 には向かわず、 家臣の

邸が集まる山頂方向に延びており、 家臣団のために用意された道のようにも見えます。 これは、 家臣優先の

城づくりを行う事により、 体制の一体化を目指したのかもしれません。

 そして賢豊はこの道沿いに総石造りの壮大な邸を構え、 当主を凌ぐほどの権勢を振いました。 （伝承）

背景画像：伝後藤邸下段の石垣
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伝後藤邸の石垣を最下段から見上げる

（邸内部の写真は、 2010 年 2 月 21 日に撮影）
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